
令和元年度　施設分析シート

Ⅰ施設の概要
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Ⅱ管理運営の状況

Ⅲ財務諸表 （単位：千円）

正味財産の部合計

北庁舎共有 バリアフリー
対応状況北庁舎共有

エレベーター
点字ブロック

だれでもトイレ
スロープ

直営 － 期間

0 ▲ 49
56,201 344 ▲ 55,857 行政収支差額(a)-(b)=(c) ▲ 576,622 ▲ 94,758 481,864

0

まで
から

荒川区がん予防・健康づくりセンターの運営、維持管理
○がん検診事業(胃がん、大腸がん、子宮頸がん検診等)
○健診事業（乳幼児健診、無保険者の健康診査、受託健診、３５～３９歳健診、肝炎ウイルス健診等）
○歯科に関する事業（成人歯科健康診査、歯科衛生相談、障害者歯科対策事業等）

－

425,548 3,081 ▲ 422,467

行
政
収
入

扶助費 0 0

備
考

行政費用に占める物件費の割合は48.2%かかっており、主な内訳は建物管理・清掃業務委託に21,915千円、電気・ガス・水
道料金に11,863千円かかっている。給与関係費は、「施設に勤務する職員の人件費」から「施設の維持管理に要する人件
費」へ算出方法を見直したため減少している。

賞与・退職給与引当金繰入額

0 0

▲ 177,032
工作物等減価償却累計額 ▲ 11,605 ▲ 11,605 0 その他の固定負債 0

957,999 ▲ 41,660資産の部合計 999,659 957,999 ▲ 41,660 負債及び正味財産の部合計 999,659

0
建物 1,611,384 1,611,384 0 固定負債 164,964 2,458

955,327 135,372
その他の固定資産 33,235 23,841 ▲ 9,394 819,955 955,327 135,372
建設仮勘定 0 0 0 正味財産 819,955

0 0
無形固定資産 0 0 0 負債の部合計 179,704 2,672

差額
流
動
資
産

収入未済 0 0 0 流動負債 14,740

0 0
工作物等 11,605 11,605 0 退職給与引当金 164,964 2,458 ▲ 162,506
建物減価償却累計額 ▲ 871,193 ▲ 903,460 ▲ 32,267 特別区債 0

不納欠損引当金 0 0 0 還付未済金 0 0 0

貸
借
対
照
表

勘定科目 H29年度 H30年度 差額 勘定科目

その他の流動資産 0 0 0 特別区債 0 0 0

固
定
資
産

有形固定資産 966,424 934,158 ▲ 32,266 賞与引当金

214 ▲ 14,526

▲ 162,506

14,740 214 ▲ 14,526
土地 226,234 226,234 0 その他の流動負債 0

特別収支差額(f)-(g)=(h) 0 0 0 当期収支差額(e)+(h) ▲ 576,622 ▲ 94,758 481,864
特別費用(g) 0 0 0 特別収入(f) 0

0 0
行政費用合計(b) 576,671 94,758 ▲ 481,913 通常収支差額(c)+(d)=(e) ▲ 576,622 ▲ 94,758 481,864
その他行政費用 0 金融収支差額(d) 0

行
政
費
用

給与関係費

行
政
コ
ス
ト
計
算
書

勘定科目 H29年度 H30年度 差額 勘定科目 H29年度 H30年度 差額

維持補修費 10,318 3,764 ▲ 6,554 都支出金 48 0 ▲ 48

地方税等 0 0 0
物件費 44,122 45,650

0
減価償却費 40,415 41,661 1,246 その他 1 0

0

1,528 国庫支出金 0

0 行政収入合計(a) 49

0
▲ 1

分担金及び負担金 0 0 0
補助費等 67 258 191

不納欠損・貸倒引当金繰入額 0

対象者

運営時間等
運営時間

休日

事業内容

駐輪場の状況

管理形態

平成3年 1,600,000

増改築②

面積
敷地面積
延床面積

設置目的・経緯
がんに関する予防教育、調査研究、検診事業等の推進
地域住民の健康保持と増進

供用開始年月日
構造 鉄骨鉄筋コンクリート造 階層 地下2階、地上4階

関連部署 健康推進課、保健予防課
根拠法令等
設置条例

荒川保健所の設置に関する条例

駐車場の状況

平成3年3月13日 職員数

施設の履歴 時期 建築費
(単位:千円)

財源内容（単位：千円）
国・都 区債 一般財源

施設名 がん予防・健康づくりセンター
所在地 荒川区荒川二丁目１１番１号
部課名 健康部健康推進課

竣工年月日 平成3年3月13日 常勤・非常勤 その他

増改築①
建築

4

28,819
2,994
237

47,520

平成29年度
25,299
5,245
244

342,464

0 0

使用料及び手数料 0

0 0

0

H29年度 H30年度

平成27年度
22,688
5,267

243
337,401
23,625
2,378

209
51,885

－

一般区民
午前8時30分から午後5時15分まで
原則土日祝日、年末年始

令和元年度（見込み）

26,000
5,212
244

342,700
31,930
3,726
225

50,670

平成30年度
25,202
5,133
244

361,034

がん検診来所者数

電力使用量（kw）
ガス使用量（㎥）

乳幼児健診
開庁日数

水道使用量（㎥）
ＣＯ２排出量（t）
ごみ排出量（ℓ）

28,167
2,894
228

45,180

平成28年度
26,557
5,353
243

336,040
26,608
3,105
228

55,575

施設コード S09-02-01

併設施設

1,848
4,420

施
設
基
本
デ
ー

タ
等

指
定
管
理

に
係
る
費

用
等

備
考



Ⅳ　施設運営の方向性（所管の考え方）
無 有 ）

転用・多目的化 民営化 他施設との統合 廃止
現状維持 その他（ ）
有 ）
無

備
考

1㎡当たりコストが前年と比較して109,346円下がっているのは、給与関係費の算定を施設の維持管理に要する職員の人件費
に改めたためである。(97人⇒4人)

○
●

（変更内容：

○
●

○
○

○
22 22 21 22

施設運営の方向性
○

R元年度(見込み)

がん検診受診率
目標値 25 25 25

財
務
指
標
・
評
価
指
標
等

54
130,784

課題に対する
現時点での考え

○荒川区公共施設等総合管理計画に基づき、施設の適切な運営と管理を行う
○発災時にスムーズな避難誘導が行えるように、避難誘導訓練や消防訓練を実施する。
○がん検診は、国の指針に基づき実施しているところであるが、受診率向上に向けては、がん検診
の案内の封筒をより目立つデザインに変更し、また誕生月を過ぎても申し込みをされていない区民
にハガキで新たに受診勧奨を行うなど受診を促す工夫をしている。さらに平成２９年７月から「胃
内視鏡検診」を導入し、その実施を荒川区医師会に委託し、受診率向上を図った。

議会、利用者等
からの意見

管理形態の変更の推移

利用者・地域のニーズ

現状・課題

○本施設は平成３年に竣工。ＳＲＣ構造の地下２階、地上４階の施設であり、竣工から２７年が経
過し、全体に老朽化が進んでいる。
○平成24年度に冷温水発生器の交換工事を行った。２５年１月の営繕課の調査では外壁のひび割
れ、屋根の雨漏り、床の浸水など、改修に向けた検討が必要である（平成２９年度に一部改修）。
なお、設備機器についても耐用年数が経過し更新が必要である。
○健診時、一ケ所に健診者が集中するため、発災時の避難誘導に注意が必要である。
○がん検診の受診率について、目標値にむけてさらに創意工夫が必要である。

25
実績値 21

計画の有無

目標指標
指標名・単位 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

● ○ （計画名：

25

H28年度
52

182,209

指標
有形固定資産減価償却率（％）
1㎡当たりコスト（円）

56.4
21,438

H27年度 R元年度(見込み)H29年度 H30年度
‐
‐
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